	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	英語 Ⅱ
	４
	


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	日常的な話題について，聞いたことや読んだことを理解し，情報や考えなどを英語で話したり書いたりして伝える基礎的な能力を養うとともに，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。

具体的な言語活動は以下の通り。

ア．英語を聞いて，情報や話し手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

イ．英語を読んで，情報や書き手の意向などを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

ウ．聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。

エ．聞いたり読んだりして得た情報や自分の考えなどについて，整理して書く。

	使用教科書・副教材等
	ELEMENT English Course Ⅱ(英Ⅱ051)，ワークブック，予習ノート，グラマーブック


２　英語Ⅱの評価の観点，規準及び評価方法

	
	①関心・意欲・態度
	②表現の能力
	③理解の能力
	④知識・理解

	観

点
	コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。
	日常的な話題について，情報や考えなど伝えたいことを英語で話したり，書いたりして表現する。
	日常的な話題について，英語を聞いたり読んだりして，情報や考えなど相手が伝えようとすることを理解する。
	日常的な話題についての英語の学習を通して，言語やその運用についての知識を身に付けるとともに，その背景にある文化などを理解している。

	規

準
	(ｱ) 言語活動への積極的な取り組み

(ｲ) コミュニケーションを継続する努力
	(ｱ) 正確さ（リズム・イントネーション・文法。情報の内容）

(ｲ) 適切さ（場面や状況に応じた表現。声の大きさ，速さ）
	(ｱ) 正確さ（リズム・イントネーション・文法などの知識を利用した理解）

(ｲ) 適切さ（場面や状況，目的に応じた聞き取り，読み取り）


	(ｱ) 言語についての知識（リズム・イントネーション・文法。言語の働き。場面にふさわしい表現）

(ｲ) 文化についての理解（円滑なコミュニケーションに必要とされる文化についての理解）

	eq \o(\s\up 5(評価),\s\do 2(方法))
	a. 授業に対する意欲／b. 発表／c. 課題等の提出／d. 小テスト・定期考査


３　学習計画及び評価方法等

	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	１学期
	4
	中間考査
	Lesson 1

When the Two Cultures Meet
	<題材内容とねらい>

・左多里とトニーの良好な関係の理由をつかむ。

・外国人と会話するときの注意点について，2人の主張を理解する。

・トニーの失敗談とそこから得た教訓を理解する。

・良いコミュニケーションの条件を理解する。

・漫画の内容について話し合う。

<文型・文法事項>

分詞構文，否定の分詞構文，so/neither V+Sを理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○


	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	１

学

期
	
	中間考査
	Lesson 2

Samia Sadik
	<題材内容とねらい>

・Samiaの現状と将来の夢について理解する。

・Samiaが教育を続けられた経緯をつかむ。

・エチオピアの女子教育の実態を理解する。

・女子教育を広める活動とその結果を理解する。

・Samiaにあてて手紙を書く。

<文型・文法事項>

完了形の分詞構文，受動態の分詞構文，部分否定を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	5
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	期末考査
	Lesson 3

Lucky People
	<題材内容とねらい>

・トランプの手品とそのからくりを理解する。

・新聞を使った実験の内容を理解する。

・幸運な人の条件とコンピュータの実験の内容を理解する。

・Maryの例について理解し，幸運の理由を知る。

・イラストに隠されている文字を読み取るときに大切なことを説明する。

<文型・文法事項>

独立分詞構文，付帯状況のwith，弱い否定表現を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	6
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Lesson 4

A Window to Culture
	<題材内容とねらい>

・Gastronomy Scienceについて理解する。

・食と環境のつながりについて理解する。

・食文化の瀕している現状について理解する。

・”Slow Food, Slow Life” movementの考え方を理解する。

・”Slow Food, Slow Life” movementの長所と短所について説明する。

<文型・文法事項>

現在完了進行形，過去完了進行形，動名詞の意味上の主語を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○


	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	7
	
	Reading 1

Animals Giving Help to Each 

Other
	<題材内容とねらい>

・動物たちの協力関係について理解する。

・速読の方法を学ぶ。
	○

○
	
	○

○
	○

○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activity D･Eの中からいくつかを課題として出す。

	
	《第１学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表（内容・態度）／c. 課題等の提出（内容・態度）／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	２

学

期
	9
	中間考査
	Lesson 5

Ice that Burns
	<題材内容とねらい>

・メタンハイドレートとは何かを理解する。

・メタンハイドレートの長所を理解する。

・メタンハイドレートの短所を理解する。

・メタンハイドレートの将来の可能性を理解する。

・メタンハイドレートの使用について，賛成・反対に分かれて話し合う。

<文型・文法事項>

未来進行形，be+to不定詞，不定詞の意味上の主語を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	
	
	Lesson 6

Early School in America
	<題材内容とねらい>

・当時のone-room schoolについて理解する。

・one-room schoolが果たした役割を理解する。

・校舎の現在の利用方法について理解する。

・当時の教育法の長所を理解する。

・日本の寺子屋についてレポートを書く。

<文型・文法事項>

未来完了形，提案・主張，wh-+do you think～?を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○


	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	10
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Lesson 7

The Secret of a Little 

Japanese Inn
	<題材内容とねらい>

・澤氏と彼の旅館の情報を読み取り，理解する。

・旅館が外国人客を受け入れ始めた経緯と現状を理解する。

・旅館のイベントと広告媒体について理解する。

・旅館の人気の秘密と澤氏の思いを理解する。

・自分が旅行したい場所と泊まってみたいホテルについて発表する。

<文型・文法事項>

関係副詞の非制限用法，形式目的語のit，It is saidなど+that節を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○


	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	11
	期末考査
	Lesson 8

What Happened to a Local 

Village
	<題材内容とねらい>

・Georgeの行動とペストの症状を理解する。

・ペストが広まった経緯と村人たちの対応について理解する。

・Catherineの決意とWilliamの提案について理解する。

・Catherineの死の経緯と現在のEyamの様子について理解する。

・Eyamでの出来事を紹介する文を書く。

<文型・文法事項>

助動詞＋完了形，複合関係詞，no matter+wh-を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	２学期
	12
	期末考査
	Reading 2

13 Days
	<題材内容とねらい>

・キューバ危機の13日間の事態の変化をつかむ。

・速読の方法を学ぶ。
	○

○
	
	○

○
	○

○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activity D･Eの中からいくつかを課題として出す。

	
	《第２学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表（内容・態度）／c. 課題等の提出（内容・態度）／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％


	学期
	月
	考査範囲
	学習内容
	学習のねらい
	評価の観点
	評価方法

	
	
	
	
	
	①
	②
	③
	④
	

	３
学
期
	1
	学年末考査
	Lesson 9

Medicine from the Wild
	<題材内容とねらい>

・熱帯雨林の医薬品においての役割を理解する。
・ニチニチソウの例と熱帯雨林植物の医学における可能性について理解する。
・熱帯雨林の現状について理解する。
・熱帯雨林に関する現在の試みと将来の可能性について理解する。
・読後に感想を話し合う。

<文型・文法事項>

ifを省略した仮定法，仮定法の慣用表現，if節に相当する表現を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○

○

○

○
	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2
	
	Lesson 10

The Information Divide
	<題材内容とねらい>

・福島智教授について理解する。

・情報とコミュニケーションのつながりを知る。

・インフォメーション・ディバイドを理解する。

・福島教授のスピーチの結論部分を理解する。
・Communication is important.というタイトルで自分の考えを書く。
<文型・文法事項>

独立不定詞，二重否定，動名詞・to不定詞が続く場合の使い分けに注意すべき単語を理解し，文を作る。
	○

○

○

○

○

○
	○

○
	○

○
○

○


	○

○

○

○

○

○
	a

b

c

d

	
	3
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	Sound Advice 1-5
	英語の発音について理解し，聞き取れるようにする。
	○
	
	○
	○
	a

d

	
	《課題・提出物等》Communication Activity D･Eの中からいくつかを課題として出す。

	
	《第３学期の評価方法》

１　評価対象：　a. 授業に対する意欲／b. 発表（内容・態度）／c. 課題等の提出（内容・態度）／d.小テスト・定期考査

２　評価配分：　a. 授業に対する意欲○％／b. 発表○％／c. 課題等の提出○％／d.小テスト・定期考査○％

	《学年の評価方法》

　①コミュニケーションへの関心・意欲・態度，②表現の能力，③理解の能力，④言語や文化についての知識・理解の４つの観点から表した各学期の成績から総合的に判断して，年間の評価とする。


